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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第42期
第２四半期
連結累計期間

第43期
第２四半期
連結累計期間

第42期

会計期間
自  平成23年12月１日
至  平成24年５月31日

自  平成24年12月１日
至  平成25年５月31日

自  平成23年12月１日
至  平成24年11月30日

売上高
(第２四半期連結会計期間)

(千円)
4,852,186
(2,816,181)

5,420,100
(2,849,982)

9,613,939

経常利益 (千円) 250,027 568,121 628,294

四半期(当期)純利益
(第２四半期連結会計期間)

(千円)
40,632

(125,780)
320,710
(195,874)

128,668

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 112,706 479,476 388,254

純資産額 (千円) 11,117,448 11,362,899 11,396,359

総資産額 (千円) 13,455,788 13,911,502 13,736,679

１株当たり四半期(当期)
純利益
(第２四半期連結会計期間)

(円)
2.36
(7.30)

18.61
(11.37)

7.47

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― 18.55 7.47

自己資本比率 (％) 82.3 81.3 82.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 558,882 512,029 668,532

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 82,331 1,588,512 △321,913

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △545,143 △545,980 △575,380

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,373,390 5,595,897 4,031,568

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第42期第２四半期連結累計期間において、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社および当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況および経理の状況等に関す

る事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、または前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間の世界経済は、昨年来の減速した状態から緩やかに持ち直しに向かってい

るものの、欧州の政府債務危機の長期化などに対する懸念は大きく、引続き先行きの不確実性が大きい状

況で推移しました。

わが国経済は、海外景気の下振れリスクが残るものの、政府主導による経済対策および金融政策への期

待から円安および株価上昇の動きが見られ、回復の兆しが見え始めました。しかしながら、先行きの不確

実性への懸念から、企業の情報化投資の回復は、依然として不透明な状況で推移しました。

このような環境下、当社グループは前連結会計年度に引続き、市場動向に即応した分野からの受注獲得

を目指し、企業が新たに取組む市場およびその関連成長分野ならびに受注拡大が見込めるＩＴモダナイ

ゼーション、金融機関の制度改訂および次世代高速通信に関するＩＴ技術などの分野に注力した営業を

展開した結果、連結売上高は前年同四半期を上回りました。

利益面においては、ソフトウエア開発事業における売上高の増加および社内開発分の原価率の改善な

どにより、連結営業利益は前年同四半期を上回る結果となりました。また、連結経常利益および連結四半

期純利益は連結営業利益の増加に加え、投資有価証券売却益の計上などにより営業外収益が増加したこ

とにより、いずれも前年同四半期を上回る結果となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高および連結利益は、次のとおりとなりました。

　

　
金額
(百万円)

売上高比率
(％)

対前年同四半期

増減額
(百万円)

増減率
(％)

連結売上高 5,420 100.0 567 11.7

連結営業利益 266 4.9 77 41.1

連結経常利益 568 10.5 318 127.2

連結四半期純利益 320 5.9 280 689.3
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当第２四半期連結累計期間のセグメント別の業績は、次のとおりとなりました。

　

報告セグメント
金額
(百万円)

売上高比率
(％)

対前年同四半期

増減額
(百万円)

増減率
(％)

ソフトウエア
開発事業

売上高 5,357 100.0 585 12.3

セグメント利益
(営業利益)

400 7.5 100 33.3

システム
販売事業

売上高 62 100.0 △17 △22.1

セグメント損失(△)
(営業損失)

△133 △212.9 △22 ―

　

（ソフトウエア開発事業）

金融・保険業向けの基幹業務案件、情報・通信業向けのネットワーク管理案件および通信基盤案件、流

通・サービス業向けの販売管理案件などの売上増に伴い、売上高は前年同四半期より５億85百万円

（12.3%）増加し、53億57百万円となりました。また、セグメント利益は売上高の増加に加え、社内開発分

の原価率の改善などにより前年同四半期より１億円(33.3%)増加し、４億円となりました。

　

（システム販売事業）

当第２四半期連結累計期間は、類似画像検索技術関連ライセンス販売に注力しましたが、受注が計画を

下回り、売上高は前年同四半期より17百万円（22.1%）減少し、62百万円となりました。また、セグメント

損失は前年同四半期より損失が22百万円増加し、１億33百万円となりました。

　

なお、連結営業利益の前年同四半期との増減分析は以下のとおりであります。

　

　 金額（百万円） 対売上高比率(％)

連結営業利益の対前年同四半期増減額 77 1.4

　 　 　 　

（増減分析） 　 　

　 ソフトウエア開発による営業利益の増減額 100 1.8

　 売上高の変動による増減額 44 0.8

　 外注比率の変動による増減額 10 0.2

　 社内開発分の原価率の変動による増減額 22 0.4

　 外注分の原価率の変動による増減額 17 0.3

　 販売費及び一般管理費比率の変動による増減額 △48 △0.9

　 余剰要員の変動による増減額 55 1.0

　 システム販売による営業利益の増減額 △22 △0.4

　 合　計 77 1.4
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(2) 財政状態の分析

資産は139億11百万円と前連結会計年度末に比して１億74百万円増加いたしました。これは主として増

収増益による現金及び預金の増加が、売却による投資有価証券の減少を上回ったことによるものであり

ます。

負債は25億48百万円と前連結会計年度末より２億８百万円増加いたしました。これは主として増益に

より未払法人税等が増加したことによるものであります。

純資産は113億62百万円と前連結会計年度末より33百万円微減いたしました。なお、自己資本比率は

81.3％と前連結会計年度末より1.3ポイント減少いたしました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、15億64百万円の増加と

なり、前連結会計年度末の資金残高40億31百万円を受け、当第２四半期連結累計期間末の資金残高は55億

95百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、資金は５億12百万円の増加（前年同四半期比46百万円の減少）となりました。この増

加は、税金等調整前四半期純利益およびたな卸資産の減少などの資金増加要因が、法人税等の支払などの

資金減少要因を上回ったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、資金は15億88百万円の増加（前年同四半期比15億６百万円の増加）となりました。こ

の増加は、投資有価証券の売却および有価証券の満期償還などの資金増加要因が、有価証券および投資有

価証券の取得ならびに保険積立金の積立などの資金減少要因を上回ったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、資金は５億45百万円の減少（前年同四半期比０百万円の減少）となりました。この減

少は、主として配当金の支払によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更および新たに生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は22,878千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年５月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年７月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,287,000 18,287,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数100株

計 18,287,000 18,287,000― ―

(注)　提出日現在の発行数には、平成25年７月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。  
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(2) 【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　

決議年月日 平成25年２月21日

新株予約権の数(個) 1,170(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 117,000(注)１

新株予約権の行使時の払込金額(円) 644(注)２

新株予約権の行使期間 平成27年４月１日～平成32年３月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　　644
資本組入額　  322

新株予約権の行使の条件 (注)３

新株予約権の譲渡に関する事項 ―

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株であります。

ただし、新株予約権の割当日後、当社が株式分割、株式併合を行う場合には、次の算式により付与株式数を調整

し、調整により生じる１株未満の端数は、これを切り捨てる。

　調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割・併合の比率

２　行使価額について、株式分割または株式併合が行われる場合は次の算式により行使価額を調整し、調整により

生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

株式分割・併合の比率

　　また、時価を下回る価額で新株を発行または自己株式を処分(新株予約権の行使、旧商法第280条ノ19の規定に基

づく新株引受権の権利行使の場合を除く)するときは、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる

１円未満の端数は切り上げるものとする。

　
既発行株式数＋

新株発行(処分)株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝調整前行使価額× １株当たり時価

　 既発行株式数＋新株発行(処分)株式数

３　新株予約権行使の条件は次のとおりであります。

　(1) 権利を付与された者(以下「権利者」という)は、新株予約権行使時においても当社の取締役または従業員で

あることを要する。ただし、権利者が当社監査役に選任され、または子会社の取締役、監査役及び従業員に選任

・採用された場合、当該権利者は、自己に付与された新株予約権を行使することができるものとし、権利行使

期間中に定年退職となる者については、別途個別に条件設定するものとする。

　(2) 権利者は、付与された権利を第三者に譲渡、相続、質入その他の処分をすることができない。

　(3) この他、権利行使の条件は、定時株主総会決議及び取締役会決議に基づき、当社と対象者との間で締結する新

株予約権付与契約に定めるものとする。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年３月１日～
平成25年５月31日

― 18,287,000 ― 2,238,688 ― 2,118,332

　

(6) 【大株主の状況】

平成25年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

神　山　　茂 神奈川県横浜市青葉区 2,953 16.15

有限会社サスヤマ 神奈川県横浜市青葉区若草台18番地22 1,200 6.56

ジャステック従業員持株会 東京都港区高輪三丁目５番23号 908 4.97

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番３号 593 3.25

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目２番１号 593 3.24

第一生命保険株式会社 東京都中央区晴海一丁目８番12号 550 3.01

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 402 2.20

資産管理サービス信託銀行株式
会社(証券投資信託口)

東京都中央区晴海一丁目８番12号 367 2.01

柴　山　泰　生 神奈川県横浜市旭区 268 1.47

庭　野　久　子 千葉県流山市 268 1.47

計 ― 8,105 44.33

(注)　上記のほか、当社所有の自己株式1,050千株(5.75％)があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― 　 ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
  普通株式  1,050,700

― ―

完全議決権株式(その他)   普通株式 17,228,100172,281 ―

単元未満株式   普通株式      8,200― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数            18,287,000― ―

総株主の議決権 ― 172,281 ―

(注)　「単元未満株式」欄の株式数には、当社所有の自己株式96株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ジャステック

東京都港区高輪三丁目５番23号 1,050,700 ― 1,050,7005.75

計 ― 1,050,700 ― 1,050,7005.75

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第64条第３項及び第83条の２第３項により、四半期連結会計期間に係る四

半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書を作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年３月１日

から平成25年５月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年12月１日から平成25年５月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,328,529 1,796,679

売掛金 975,280 901,060

有価証券 4,038,909 5,280,003

仕掛品 1,034,741 918,396

その他 131,392 128,710

貸倒引当金 △5,486 △3,438

流動資産合計 7,503,366 9,021,411

固定資産

有形固定資産

リース資産（純額） 122,434 148,138

その他（純額） 53,030 50,858

有形固定資産合計 175,464 198,997

無形固定資産 265,534 247,753

投資その他の資産

投資有価証券 3,686,072 1,932,744

繰延税金資産 408,322 316,593

敷金 221,194 222,497

保険積立金 1,336,098 1,776,255

その他 141,510 196,601

貸倒引当金 △885 △1,352

投資その他の資産合計 5,792,313 4,443,339

固定資産合計 6,233,313 4,890,090

資産合計 13,736,679 13,911,502
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 224,170 209,069

リース債務 51,804 58,946

未払金 978,500 946,270

未払法人税等 123,379 275,316

プログラム保証引当金 23,486 24,944

受注損失引当金 808 －

その他 61,576 130,518

流動負債合計 1,463,726 1,645,065

固定負債

リース債務 71,497 90,159

退職給付引当金 169,541 164,747

役員退職慰労引当金 596,194 608,644

資産除去債務 37,788 38,166

その他 1,572 1,818

固定負債合計 876,593 903,537

負債合計 2,340,320 2,548,602

純資産の部

株主資本

資本金 2,238,688 2,238,688

資本剰余金 2,118,332 2,118,332

利益剰余金 7,782,547 7,586,000

自己株式 △652,108 △650,321

株主資本合計 11,487,459 11,292,699

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △102,705 76,626

為替換算調整勘定 △33,150 △53,715

その他の包括利益累計額合計 △135,855 22,911

新株予約権 44,755 47,289

純資産合計 11,396,359 11,362,899

負債純資産合計 13,736,679 13,911,502
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年５月31日)

売上高 4,852,186 5,420,100

売上原価 3,850,354 4,330,192

売上総利益 1,001,831 1,089,907

販売費及び一般管理費 ※
 812,796

※
 823,246

営業利益 189,035 266,661

営業外収益

受取利息 394 116

有価証券利息 25,746 33,202

保険配当金 16,178 16,011

投資有価証券売却益 － 281,166

雇用調整助成金 10,888 －

為替差益 14,295 54,843

その他 11,044 6,446

営業外収益合計 78,547 391,787

営業外費用

支払利息 710 912

投資有価証券売却損 7,572 84,752

投資有価証券投資損失 5,856 1,467

投資組合費 3,281 3,049

その他 135 145

営業外費用合計 17,554 90,326

経常利益 250,027 568,121

特別利益

新株予約権戻入益 264 475

特別利益合計 264 475

特別損失

固定資産除売却損 752 396

特別損失合計 752 396

税金等調整前四半期純利益 249,539 568,200

法人税、住民税及び事業税 174,122 263,000

法人税等調整額 34,784 △15,509

法人税等合計 208,906 247,490

少数株主損益調整前四半期純利益 40,632 320,710

四半期純利益 40,632 320,710
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

売上高 2,816,181 2,849,982

売上原価 2,204,548 2,249,778

売上総利益 611,632 600,204

販売費及び一般管理費 429,355 419,186

営業利益 182,277 181,017

営業外収益

受取利息 94 8

有価証券利息 14,160 19,831

保険配当金 9,173 16,011

投資有価証券売却益 － 110,605

雇用調整助成金 8,030 －

為替差益 24,551 16,580

その他 1,100 1,166

営業外収益合計 57,112 164,203

営業外費用

支払利息 305 405

投資有価証券売却損 7,572 5,289

その他 135 124

営業外費用合計 8,012 5,819

経常利益 231,377 339,401

特別利益

新株予約権戻入益 － 475

特別利益合計 － 475

特別損失

固定資産除売却損 752 378

特別損失合計 752 378

税金等調整前四半期純利益 230,624 339,497

法人税、住民税及び事業税 △24,277 29,000

法人税等調整額 129,121 114,623

法人税等合計 104,843 143,623

少数株主損益調整前四半期純利益 125,780 195,874

四半期純利益 125,780 195,874
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 40,632 320,710

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 61,817 179,332

為替換算調整勘定 10,256 △20,565

その他の包括利益合計 72,073 158,766

四半期包括利益 112,706 479,476

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 112,706 479,476

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 125,780 195,874

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △91,586 25,509

為替換算調整勘定 6,351 △6,272

その他の包括利益合計 △85,234 19,237

四半期包括利益 40,546 215,112

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 40,546 215,112

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 249,539 568,200

減価償却費 71,002 87,833

株式報酬費用 3,182 3,194

貸倒引当金の増減額（△は減少） △143 △1,960

プログラム保証引当金の増減額(△は減少) 1,710 1,458

受注損失引当金の増減額（△は減少） 7,384 △808

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,232 △4,793

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14,804 12,450

受取利息及び受取配当金 △44,065 △50,805

支払利息 710 912

為替差損益（△は益） △14,384 △55,111

固定資産除売却損益（△は益） 752 396

投資有価証券売却損益（△は益） 7,572 △196,413

売上債権の増減額（△は増加） 60,500 79,278

たな卸資産の増減額（△は増加） 92,510 116,345

仕入債務の増減額（△は減少） 9,304 △15,864

未払賞与の増減額（△は減少） 4,924 9,723

その他の資産の増減額（△は増加） 19,381 △20,446

その他の負債の増減額（△は減少） 58,324 22,596

その他 8,142 2,310

小計 549,919 558,496

利息及び配当金の受取額 51,472 67,227

利息の支払額 △1,052 △905

法人税等の支払額 △41,457 △112,787

営業活動によるキャッシュ・フロー 558,882 512,029

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20,000 △20,000

定期預金の払戻による収入 20,000 20,000

有価証券の取得による支出 △100,550 △203,886

有価証券の償還による収入 500,000 800,000

有形固定資産の取得による支出 △5,975 △3,822

無形固定資産の取得による支出 △87,340 △33,242

投資有価証券の取得による支出 △256,688 △603,632

投資有価証券の売却による収入 － 2,043,877

貸付けによる支出 △600 －

貸付金の回収による収入 29 238

敷金の差入による支出 △3,671 △4,683

敷金の回収による収入 9,494 4,232

保険積立金の積立による支出 △191,782 △440,299

保険積立金の解約による収入 174,525 －

その他 44,889 29,729

投資活動によるキャッシュ・フロー 82,331 1,588,512
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年５月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 230,000 230,000

短期借入金の返済による支出 △230,000 △230,000

自己株式の純増減額（△は増加） △35 1,343

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △27,480 △30,786

配当金の支払額 △517,627 △516,537

財務活動によるキャッシュ・フロー △545,143 △545,980

現金及び現金同等物に係る換算差額 13,385 9,766

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 109,455 1,564,328

現金及び現金同等物の期首残高 4,263,935 4,031,568

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,373,390

※
 5,595,897
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【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年12月１日  至  平成25年５月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年12月１日以後に取得した有形固定資産に

ついては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年12月１日
至  平成24年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年12月１日
至  平成25年５月31日)

役員報酬 49,022千円 52,091千円

給料及び賞与 348,501千円 339,028千円

福利厚生費 64,244千円 69,491千円

支払手数料 74,139千円 76,977千円

役員退職慰労引当金繰入額 14,804千円 15,650千円

退職給付費用 15,366千円 14,769千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年12月１日
至  平成24年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年12月１日
至  平成25年５月31日)

現金及び預金勘定 1,671,304千円 1,796,679千円

有価証券勘定 4,416,707千円 5,280,003千円

計 6,088,012千円 7,076,682千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △30,000千円 △30,000千円

償還期間が３ヶ月を超える債券 △1,684,621千円 △1,450,785千円

現金及び現金同等物 4,373,390千円 5,595,897千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年12月１日  至  平成24年５月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年２月23日
定時株主総会

普通株式 517,003 30平成23年11月30日 平成24年２月24日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年12月１日  至  平成25年５月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年２月21日
定時株主総会

普通株式 516,999 30平成24年11月30日 平成25年２月22日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年12月１日  至  平成24年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

　

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
ソフトウェア
開発事業

システム
販売事業

計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,771,66680,5194,852,1864,852,186

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ―

計 4,771,66680,5194,852,1864,852,186

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

300,142△111,107 189,035 189,035

(注)　報告セグメントの合計額と四半期連結損益計算書計上額との間に差異はありません。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

　    該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年12月１日  至  平成25年５月31日)

　

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
ソフトウェア
開発事業

システム
販売事業

計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,357,36562,7345,420,1005,420,100

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ―

計 5,357,36562,7345,420,1005,420,100

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

400,229△133,568 266,661 266,661

(注)　報告セグメントの合計額と四半期連結損益計算書計上額との間に差異はありません。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

　    該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益および算定上の基礎ならびに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益および

算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年12月１日
至  平成24年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年12月１日
至  平成25年５月31日)

(1) １株当たり四半期純利益 2.36円 18.61円

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益 40,632千円 320,710千円

    普通株主に帰属しない金額 ― 千円 ― 千円

    普通株式に係る四半期純利益 40,632千円 320,710千円

    普通株式の期中平均株式数 17,233,419株 17,233,713株

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 円 18.55円

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額 ― 千円  ― 千円

    普通株式増加数 　― 株 57,681株

(注)　前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在

株式が存在しないため、記載しておりません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ジャステック(E04834)

四半期報告書

22/24



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２５年７月１０日

株式会社ジャステック

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　飯　　野　　健　　一　　印
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　飯　　塚　　　　　智　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ジャステックの平成24年12月１日から平成25年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成25年３月１日から平成25年５月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年12月１日から平成25
年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジャステック株式会社及び連結子会社の平成
25年５月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間
の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ
る事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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